
７
月
16
日
開
催
さ
れ
た

「
一
滴
文
庫
と
美
浜
原
発
ツ

ア
ー
」
に
、
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

若
州
一
滴
文
庫
見
学

福
井
県
お
お
い
町
に
あ
る

作
家
・
水
上
勉
氏
の
「
若
州

一
滴
文
庫
」
は
、
水
上
氏
が

主
宰
さ
れ
て
い
る
若
州
人
形

座
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

宗
教
・
美
術
・
文
学
な
ど
の

資
料
を
展
示
す
る
施
設
と
し

て
建
設
さ
れ
た
総
合
文
学
館

で
す
。

水
上
氏
に
関
す
る
資
料
な

ど
を
展
示
し
た
本
館
、
竹
人

形
館
、
水
上
氏
の
蔵
書
二
万

冊
を
収
蔵
し
た
図
書
館
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

「

美
浜
原
発
」
見
学

そ
の
後
、
美
浜
町
に
あ
る

美
浜
原
発
に
移
動
。
風
光
明

媚
な
海
岸
線
の
先
に
、
美
浜

原
発
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

す
ぐ
そ
ば
に
海
水
浴
場
や

た
く
さ
ん
の
船
宿
が
あ
る
風

景
に
怖
さ
を
感
じ
ま
す
。

原
発
の
建
物
に
は
近
づ
け

な
い
中
、
美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
で
、
関
西
電
力
美

浜
原
発
の
所
長
か
ら
説
明
を

受
け
、
「
原
発
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
」

を
視
聴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
共
産
党
福

井
県
議
・
佐
藤
正
雄
氏
が

「
関
西
電
力
の
建
物
内
で
、

原
発
反
対
の
話
を
す
る
の
は

初
め
て
」
と
述
べ
な
が
ら
こ

の
間
、
明
ら
か
に
な
っ
た
原

発
の
問
題
点
を
、
資
料
を
示

し
な
が
ら
説
明
。
そ
の
後
、

所
長
に
対
す
る
質
疑
応
答
の

時
間
が
も
た
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
地
震
の
対

策
、
津
波
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
す
か
」
「
美
浜

原
発
で
働
い
て
い
る
正
社
員

と
、
非
正
規
社
員
の
方
は
ど

れ
ぐ
ら
い
い
る
の
で
す
か
」

「
働
い
て
い
る
方
の
健
康
管

理
は
ど
う
し
て
い
る
の
で
す

か
」
な
ど
、
予
定
の
時
間
が

過
ぎ
て
も
次
々
と
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

所
長
か
ら
は
「
福
島
第
一

原
発
事
故
を
う
け
て
、
い
ま
、

対
策
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」

「
地
震
は
、
７
５
０
ガ
ル

（
ｇ
ａ
ｌ
）
ま
で
耐
え
ら
れ

る
計
算
」
「
関
西
電
力
の
社

員
は
４
５
０
名
、
協
力
会
社

か
ら
１
千
名
働
い
て
い
る
」

な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
館
に
は
、
実
物
大
の

原
子
炉
の
模
型
、
原
子
力
発

電
の
仕
組
み
な
ど
が
あ
り
、

複
雑
な
原
子
炉
の
構
造
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
バ
ス

で
、
大
飯
原
発
の
近
く
を
通

り
ま
し
た
。
そ
の
日
、
大
飯

原
発
で
は
、
緊
急
炉
心
冷
却

装
置
の
タ
ン
ク
に
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
、
手
動
で
緊
急
停

止
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
原
発
の

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
活

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
る
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
。

枚
方
革
新
懇
主
催
で

お
こ
な
わ
れ
た
福
井
県

の
美
浜
原
発
・
若
州
一

滴
文
庫
ツ
ア
ー
に
参
加
。

福
井
県
お
お
い
町
に
あ

る
一
滴
文
庫
を
見
学
し
て

い
る
時
間
に
、
大
飯
原
発

１
号
機
が
原
子
炉
格
納
容

器
内
に
あ
る
「
蓄
圧
タ
ン

ク
」
の
圧
力
が
制
限
値
を

一
時
下
回
る
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
し
手
動
停
止
。
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
驚
き

ま
し
た
。

福
井
原
発
か
ら
枚
方
ま

で
直
線
距
離
で
約
80
km
、

関
西
の
水
瓶
と
呼
ば
れ
る

琵
琶
湖
ま
で
は
約
30
km
で

す
。ご

い
っ
し
ょ
に
、
「
原

発
か
ら
の
撤
退
」
の
声
を

枚
方
か
ら
発
信
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

枚方・生活保護自動車保有訴訟

第７回口頭弁論

７月29日（金）午前10時半～
大阪地裁202法廷

※集合は、午前10時15分 地裁ロビー

裁判終了後、弁護士会館で「報告集会」

を行います。

多くの方の傍聴をお願いします。

佐
藤
キ
ヨ
子
さ
ん
を
支
援

す
る
会
・
枚
方
交
野
生
健
会

の
主
催
で
、
7
月
16
日
「
枚

方
・
生
活
保
護
自
動
車
保
有

訴
訟
か
ら
『
障
害
者
の
権
利
』

を
考
え
る
学
習
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

「
障
害
者
の
自
動
車
保
有

は
憲
法
の
要
請
す
る
権
利
」

と
題
し
て
、
弁
護
団
の
青
木

佳
史
弁
護
士
が
講
演
。
青
木

氏
は
、
障
害
が
あ
っ
て
も
、

日
常
生
活
・
社
会
生
活
を
送

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
環
境

を
整
備
す
る
。
必
要
な
支
援
・

道
具
を
つ
か
っ
て
、
社
会
生

活
を
お
く
る
う
え
で
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
を
障
害
の
な
い
人

と
一
緒
に
す
る
こ
と
が
大
切
。

昭
和
38
年
の
車
保
有
を
制
限

し
た
厚
生
労
働
省
課
長
通
達

は
、
機
会
均
等
原
則(

憲
法

13.

14
条)

、
移
動
の
自
由

(

憲
法
22
条)

、
障
害
者
権
利

条
約
、
障
害
者
基
本
法
に
違

反
し
、
違
法
・
違
憲
で
あ
り

時
代
遅
れ
て
あ
る
、
も
っ
と

大
き
な
声
を
出
し
変
え
て
い

こ
う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
子
ど
も
が

障
害
者
で
病
院
、
買
い
物
な

ど
の
日
常
生
活
に
必
要
」

「
講
演
を
聴
い
て
こ
の
裁
判

は
絶
対
勝
つ
」
な
ど
8
人
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

支
援
す
る
会
か
ら
、
第
7

回
口
頭
弁
論
へ
の
百
人
の
傍

聴
、
署
名
の
推
進
、
佐
藤
パ

ン
フ
の
普
及
な
ど
の
訴
え
が

あ
り
、
最
後
に
佐
藤
キ
ヨ
子

さ
ん
が
「
今
ま
で
虐
め
ら
れ

て
も
泣
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
青
木
弁
護

士
の
前
回
の
口
頭
弁
論
で
の

お
話
、
今
日
の
お
話
で
泣
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
同
じ
障

害
者
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

そ
し
て
“
決
め
た
る
！
”

(

裁
判
に
勝
利
す
る)

」
と
、

元
気
に
お
礼
と
決
意
を
語
り

ま
し
た
。

広瀬ひとみ

ひらかた高齢者保健福祉計画（第５期）策定部会
８月１日（月）午後２時～

ラポールひらかた研修室

介護の計画を決める審議会です。

多くの傍聴をお願いします。




